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本
研
究
で
は
、
先
ず
補
助
教
員
を
「
戦
前
の
小
学
校
に
お
い
て
授
業
担
当
有
資
格

教
員
に
付
属
し
、
そ
の
業
務
を
補
助
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
者
」
と
総
称
す
る
。
そ

の
う
え
で
、
補
助
教
員
資
格
制
度
確
立
ま
で
の
経
緯
を
、
地
方
法
制
史
料
を
用
い
て

跡
付
け
、
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
小
学
校
教
育
達
成
の
一
端
を
究
明
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

戦
前
の
小
学
校
教
育
は
、
訓
導
等
と
称
さ
れ
る
授
業
担
当
有
資
格
教
員
に
よ
っ
て

の
み
受
け
持
た
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
授
業
担
当
有
資
格
教
員
は
明
治
二
十
年

代
半
ば
過
ぎ
に
教
員
全
体
の
半
数
程
度
、
三
十
年
代
終
わ
り
頃
に
六
割
、
大
正
期
に

入
っ
て
も
七
割
を
占
め
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
既
に
学
制
期
か
ら
府
県

で
は
、
補
助
教
員
あ
る
い
は
全
く
の
無
資
格
者
を
小
学
校
に
雇
い
入
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
な
か
で
も
補
助
教
員
は
第
二
次
教
育
令
期
に
至
り
、
文
部
省
に
よ
り
制
度

的
に
認
め
ら
れ
、
補
助
員
ま
た
は
助
手
、
授
業
生
、
准
教
員
、
代
用
教
員
等
と
名
称

を
変
え
な
が
ら
、戦
前
を
通
し
て
存
在
し
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
の
小
学
校
は
、

授
業
担
当
有
資
格
教
員
の
み
な
ら
ず
、
補
助
教
員
な
し
に
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
。

し
て
み
れ
ば
、
彼
等
の
存
在
を
も
研
究
視
野
に
入
れ
て
、
初
め
て
い
か
な
る
資
格
の

「
教
員
」
に
よ
り
、
戦
前
の
小
学
校
教
育
が
担
わ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
例
え
ば
倉
沢
剛
に
よ
る
『
小
学
校
の
歴
史
』

『
教
育
令
の
研
究
』『
学
校
令
の
研
究
』
各
巻
、
国
立
教
育
研
究
所
編
に
よ
る
『
日
本

近
代
教
育
百
年
史
』
各
巻
の
よ
う
な
通
史
的
研
究
、
あ
る
い
は
各
都
道
府
県
教
育
史

等
は
、断
片
的
に
補
助
教
員
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。ま
た
、牧
昌
見
は『
日

本
教
員
資
格
制
度
史
研
究
』
に
お
い
て
、
第
一
次
小
学
校
令
期
か
ら
第
三
次
小
学
校

令
期
に
お
け
る
岩
手
県
の
補
助
教
員
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
（
１
）。
も
っ

と
も
、
補
助
教
員
を
主
題
に
据
え
た
研
究
は
、
宮
川
秀
一
に
よ
る
「
明
治
前
期
の
小

学
教
員―

と
く
に
補
助
員
・
授
業
生
に
つ
い
て―

」（『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』

第
十
九
号
、
一
九
八
五
年
）
が
唯
一
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
宮
川
は
、
教
育
令
期
の
兵

庫
県
下
を
対
象
と
し
、
個
別
事
例
的
研
究
を
進
め
て
い
る
（
２
）。
た
だ
し
、
本
研
究

で
は
、
宮
川
の
よ
う
な
個
別
事
例
的
な
研
究
の
一
方
で
、
全
国
的
視
野
に
立
ち
鳥
瞰

図
的
に
府
県
で
の
補
助
教
員
資
格
制
度
の
多
様
性
を
捉
え
、
よ
り
長
期
に
亘
っ
て
そ

の
変
遷
を
辿
っ
て
い
く
。
寡
聞
の
た
め
か
、
未
だ
こ
う
し
た
研
究
に
接
し
た
こ
と
は

な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
べ
く
、
小
論
で
対
象

と
す
る
第
一
次
小
学
校
令
期
に
限
っ
て
も
、
既
に
補
助
教
員
の
免
許
状
の
種
類
、
そ

の
授
与
権
者
と
有
効
区
域
、
有
効
年
限
、
取
得
年
齢
、
ま
た
授
業
担
当
有
資
格
教
員

免
許
状
と
の
互
換
措
置
、
あ
る
い
は
認
定
試
験
に
よ
る
免
許
状
授
与
方
式
等
と
多
方

面
に
亘
り
考
察
を
進
め
て
き
た
（
３
）。

　

そ
し
て
、
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、、
第
一
次
小
学
校
令
期
の
補

助
教
員
で
あ
る
授
業
生
、
と
り
わ
け
高
等
小
学
校
に
配
置
さ
れ
た
授
業
生
を
対
象
と

し
て
、
そ
の
検
定
試
験
に
課
せ
ら
れ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
検
討
す

る
。
同
科
は
従
前
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
当
該
期
に
至
り
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
森

有
礼
の
登
場
に
よ
り
、
そ
の
性
格
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
考

察
を
通
し
て
、
学
力
と
い
う
授
業
生
に
求
め
ら
れ
た
資
質
面
の
検
討
を
加
え
る
と
と

も
に
、
森
文
政
期
に
お
け
る
補
助
教
員
に
期
待
さ
れ
た
役
割
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
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し
た
い
。

本
論

一　
第
一
次
小
学
校
令
期
に
お
け
る
教
員
資
格
制
度
と
補
助
教
員
の
位
置
付
け

　

授
業
生
に
求
め
ら
れ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、

先
ず
第
一
次
小
学
校
令
期
に
お
け
る
教
員
資
格
制
度
と
、
そ
こ
で
の
補
助
教
員
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
も
っ
と
も
、「
第
一
次
小
学
校
令
（
勅
令
第
十
四
号
、

明
治
十
九
年
四
月
十
日
）」
は
十
六
条
よ
り
な
る
簡
素
な
法
制
で
あ
り
、
小
学
校
教

員
の
資
格
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
該
期
に
お
け
る

小
学
校
教
員
資
格
制
度
は
、「
諸
学
校
通
則
（
勅
令
第
十
六
号
、
明
治
十
九
年
四
月

十
日
）」
と
、
そ
れ
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
「
小
学
校
教
員
免
許
規
則
（
文
部
省
令

第
十
二
号
、
明
治
十
九
年
六
月
二
十
一
日
）」
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
。

　
「
諸
学
校
通
則
」
第
四
条
に
お
い
て
は
、
教
員
の
資
格
に
つ
い
て
「
凡
教
員
ハ
、

文
部
大
臣
、
若
ク
ハ
府
知
事
県
令
ノ
免
許
状
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
と
定
め
ら

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
て
の
教
員
に
は
、
免
許
状
の
取
得
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
資
格
形
態
は
、「
第
三
次
教
育
令
（
太
政
官
布
告
第
二
十
三
号
、

明
治
十
八
年
八
月
十
二
日
）」
第
二
十
五
条
「
教
員
ハ
…
文
部
卿
、
若
ク
ハ
府
知
事

県
令
ノ
免
許
状
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
」
に
よ
り
示
さ
れ
た
教
員
資
格
と
し
て
の

免
許
資
格
主
義
を
継
承
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
学
校
教
員
も
そ
の
例
外
と
は
な
り

得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
学
校
教
員
免
許
状
に
係
る
詳
細
を
規
定
す
る
た
め
「
小

学
校
教
員
免
許
規
則
」
が
設
け
ら
れ
た
。「
同
規
則
」
に
お
い
て
は
、
授
業
担
当
有

資
格
教
員
の
免
許
状
の
種
類
、
授
与
権
者
と
有
効
区
域
、
有
効
年
限
、
書
式
、
あ
る

い
は
取
得
の
諸
条
件
等
が
定
め
ら
れ
た
。
授
業
生
に
つ
い
て
も
、
第
十
四
条
に
お
い

て
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
ハ
、
府
知
事
県
令
之
ヲ
定
ム
ヘ

シ
」
と
言
及
さ
れ
た
。

　

補
助
教
員
に
係
る
規
定
は
、
序
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
第
二
次
教
育
令
期
、「
小

学
校
教
員
免
許
状
授
与
方
心
得（
文
部
省
達
第
六
号
、明
治
十
四
年
一
月
三
十
一
日
）」

第
五
条
に
お
い
て
「
教
員
ニ
非
ス
シ
テ
、
授
業
生
若
ク
ハ
助
手
等
ノ
名
ヲ
以
テ
、
教

員
ニ
属
シ
授
業
ヲ
助
ク
ル
者
ノ
、
学
力
ヲ
検
定
ス
ル
ト
否
ト
ハ
地
方
ノ
便
宜
タ
ル
へ

シ
」
と
、
中
央
法
制
上
初
め
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
補
助
教
員
の
職
務

が
、
教
員
に
付
属
し
授
業
の
補
助
業
務
を
行
う
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
授
業
生
若

し
く
は
助
手
等
と
そ
の
名
称
、
学
力
試
験
を
行
う
か
否
か
の
判
断
も
府
県
へ
と
一
任

さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
実
際
的
運
用
は
府
県
下
各
郡
区
レ
ベ
ル

に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
補
助
教
員
資
格
制
度
を
一
律
に
実
施

し
得
た
の
は
、
経
済
的
に
も
人
材
的
に
も
恵
ま
れ
た
一
部
の
大
都
市
圏
に
限
ら
れ
て

い
た
。

　

こ
う
し
た
規
定
が
、
当
該
期
に
お
い
て
「
小
学
校
教
員
免
許
規
則
」
第
十
四
条
に

よ
り
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
補
助
教
員
の
名
称
は
、
中
央
法
制
上
、
授
業
生
と

統
一
さ
れ
た
。
同
時
に
、
府
県
に
は
教
員
資
格
の
免
許
資
格
主
義
を
背
景
と
し
て
、

授
業
生
免
許
規
則
の
制
定
が
指
示
さ
れ
、
免
許
状
の
創
設
と
検
定
試
験
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
補
助
教
員
資
格
制
度
は
、
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
一
層

整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

府
県
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
授
業
生
免
許
規
則
に
お
い
て
は
、
免
許
状
取
得
の
諸
条

件
並
び
に
免
許
状
に
係
る
詳
細
、
す
な
わ
ち
免
許
状
の
書
式
、
授
与
権
者
と
有
効
区

域
、有
効
年
限
等
が
中
心
に
定
め
ら
れ
た
。
な
か
で
も
免
許
状
取
得
の
諸
条
件
に
は
、

府
県
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
総
じ
て
年
齢
、
品
行
、
学
力

の
三
条
件
が
共
通
し
た
。
小
論
で
取
り
上
げ
る
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
は
、

学
力
条
件
の
一
部
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。

二　
府
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度

　

小
論
の
表
で
は
、
三
十
六
事
例
に
よ
る
修
身
（
倫
理
）
科
と
二
事
例
に
よ
る
読
書

科
の
学
力
程
度
を
一
覧
と
し
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
後
述
す
る
学
力
程
度
と
比
較
し

て
、「
岩
手
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
十
六
号
、
明
治
十
九
年
十
一
月

九
日
）」
第
一
条
「
高
等
小
学
校
授
業
生
ハ
、
尋
常
師
範
学
校
第
一
学
年
、
若
ク
ハ

尋
常
中
学
校
第
一
学
年
修
業
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
者
」
の
よ
う
に
授
業
生
と
し
て

か
な
り
高
度
な
、一
方
で
「
石
川
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
五
十
七
号
、

明
治
十
九
年
十
一
月
十
一
日
）」
第
三
条
「
高
等
小
学
科
第
二
年
期
ノ
程
度
ニ
拠
ル
」

の
よ
う
に
低
度
な
学
力
程
度
を
、
あ
る
い
は
、
そ
の
規
定
方
法
に
お
い
て
「
青
森
県
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小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
六
十
二
号
、
明
治
十
九
年

七
月
十
二
日
）」
第
四
条
「
小
学
校
授
業
生
ノ
学
力
検
定
試
験
ハ
、
…
学
科
及
其
程

度
ハ
、
該
学
校
長
、
又
ハ
首
座
教
員
ノ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
ル
」
と
、
学
力
試
験
の

科
目
及
び
程
度
を
小
学
校
長
若
し
く
は
首
座
教
員
に
一
任
す
る
等
の
例
外
も
見
受
け

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
事
例
は
以
降
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

何
れ
も
府
県
に
対
し
、
授
業
生
免
許
規
則
の
制
定
が
指
示
さ
れ
た
明
治
十
九
年
、
若

し
く
は
二
十
年
初
め
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
は
、
当
該
期
に
お

け
る
初
期
段
階
の
混
乱
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
総
じ
て
見
る
な
ら
ば
、
修
身
（
倫

理
）
科
の
学
力
程
度
は
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す
る
と
定
め
る
、
具
体
的

な
検
定
内
容
を
示
す
、
事
前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る
と
い
っ
た
形
態
に
よ
り
規
定

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
分
類
に
よ
り
な
が
ら
、
以
下
、
授
業
生
に
求
め

ら
れ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
探
っ
て
い
く
。

二・一　
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す
る
と
定
め
る
事
例

　

小
論
の
表
に
お
い
て
は
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
他
の
科
目
と
一
括
し

て
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す
る
と
定
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事

例
は
九
に
上
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
滋
賀
県
は
「
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
三
十
五
号
、
明
治

二
十
年
一
月
二
十
日
）」
第
二
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

第
二
条　

学
力
検
定
ハ
左
ノ
学
科
、
程
度
ニ
依
ル
、

　
　
　

一
高
等
小
学
校
授
業
生　
　
　
　
　
　
　

高
等
小
学
科
学
科
程
度
及
其
用
書

　

同
県
は
、
学
力
試
験
に
際
し
、
修
身
（
倫
理
）
科
を
含
め
た
総
て
の
科
目
の
学
力

程
度
を
、
一
括
し
て
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
と
規
定
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
は
「
小

学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第
三
十
三
号
、
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
日
）」

第
一
条
に
お
い
て
、「
小
学
校
授
業
生
タ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
、
…
小
学
高
等
科
卒

業
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
た
。
こ
こ
で
は
、
認
定
試
験
に
よ
る

免
許
状
取
得
の
途
も
開
か
れ
た
。
そ
し
て
、
修
身
（
倫
理
）
科
を
含
め
た
高
等
小
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
の
修
身

（
倫
理
）
科
の
学
力
を
も
っ
て
、
授
業
生
と
し
て
相
応
し
い
と
す
る
事
例
は
、
小
論

の
表
に
お
け
る
約
四
分
の
一
を
占
め
た
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
具
体
的
な
検
定
内
容

を
示
す
事
例
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
の
修
身
科
の
学
力
は
如
何
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の

か
。「
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度（
文
部
省
令
第
八
号
、明
治
十
九
年
五
月
二
十
五
日
）」

第
十
条
に
は
、
尋
常
、
高
等
小
学
校
の
区
別
な
く
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

修 

身　

小
学
校
ニ
於
テ
ハ
、
内
外
、
古
今
、
人
士
ノ
善
良
ノ
言
行
ニ
就
キ
、
児

童
ニ
適
切
ニ
シ
テ
、
且
理
会
シ
易
キ
簡
易
ナ
ル
事
柄
ヲ
談
話
シ
、
日
常
ノ
作

法
ヲ
教
ヘ
、
教
員
身
自
ヲ
言
行
ノ
模
範
ト
ナ
リ
、
児
童
ヲ
シ
テ
善
ク
之
ニ
習

ハ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
専
要
ト
ス
、

　

こ
れ
に
よ
り
、修
身
科
に
お
い
て
は
、教
員
自
身
に
よ
る
「
談
話
」
と
自
ら
が
「
言

行
ノ
模
範
」
と
な
る
こ
と
、
並
び
に
「
日
常
ノ
作
法
」
の
教
授
が
重
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
定
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
森
有
礼
の
修
身

教
育
観
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

　

第
二
次
教
育
令
期
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
修
身
科
は
小
学
校
に
お
け
る
学
科
中

の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
格
言
」「
事
実
」
を
内
容
と
し
て
、

儒
教
主
義
的
な
「
児
童
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
」
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

授
業
時
間
も
小
学
初
等
科
、
中
等
科
で
は
週
六
時
間
、
高
等
科
で
は
週
三
時
間
と
格

別
の
配
当
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
に
触
れ
る
『
小
学
修
身
訓
』、
あ
る
い
は
こ
れ

を
修
正
拡
充
し
た
『
小
学
修
身
書
初
等
科
之
部
』『
同
書
中
等
科
之
部
』『
小
学
作
法

書
』
等
の
修
身
科
教
科
書
が
著
わ
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
森
は
こ
う
し
た
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
当
該
期
に
お
い
て
、
修
身
科
で
は
教
科
書
を
用
い
ず
、
教
員
自
身
に
よ
る

「
談
話
」
と
自
ら
が
「
言
行
ノ
模
範
」
と
な
る
こ
と
、
こ
れ
に
加
え
「
日
常
ノ
作
法
」

の
教
授
を
内
容
と
し
た
。
ま
た
、
授
業
時
間
も
尋
常
、
高
等
小
学
校
と
も
週
一
時
間

半
の
配
当
に
改
め
た
。
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す
る
と
定
め
る
場
合
、
こ
う

し
た
森
の
修
身
教
育
観
に
沿
い
な
が
ら
、「
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
を
斟
酌
し

つ
つ
学
力
程
度
を
設
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
後
述
す
る
各
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
該
期
に
お
い
て
も
、
従
前

に
見
ら
れ
た
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
の
影
響
は
完
全
に
拭
い
去
ら
れ
て
は
い
な
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か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
及
し
た
事
例
で
あ
っ
て
も
、「
小
学
校
ノ
学
科

及
其
程
度
」
に
準
ず
る
出
題
が
、
現
実
に
ど
れ
程
な
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は

疑
問
な
し
と
し
な
い
。

二・二　
具
体
的
な
検
定
内
容
を
示
す
事
例

　

府
県
に
よ
っ
て
は
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
検
定
内
容
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
例
は
十
六
に
上
り
、
小
論
の
表
に
お
い
て
最
多
を
占
め
た
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
う
ち
の
十
二
事
例
は
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
「
修

身
」「
倫
理
」「
人
（
彝
）
倫
道
徳
」
の
要
旨
（
大
意
）
と
規
定
す
る
に
止
ま
っ
た
。

一
例
と
し
て
、
熊
本
県
は
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令

第
二
十
二
号
、
明
治
十
九
年
十
月
二
十
三
日
）」
第
五
条
に
お
い
て
「
人
倫
道
徳
ノ

要
旨
」、
茨
城
県
は
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

三
十
九
号
、
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
）」
第
二
条
に
お
い
て
「
彝
倫
道
徳
ノ

要
旨
」
と
定
め
た
。
こ
れ
ら
規
定
か
ら
は
、
必
ず
し
も
具
体
的
な
修
身
（
倫
理
）
科

の
学
力
程
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
府
県
に
よ
っ
て
は
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
よ
り
明
確
に

規
定
し
た
。
埼
玉
県
は
「
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第
三
十
九
号
、
明
治

十
九
年
十
二
月
十
日
）」
第
四
条
に
お
い
て
、「
格
言
及
事
実
」
と
定
め
た
。
こ
う
し

た
内
容
は
、
既
に
「
小
学
校
教
則
綱
領
（
文
部
省
達
第
十
二
号
、
明
治
十
四
年
五
月

四
日
）」
第
十
条
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

第 

十
条　

修
身　

初
等
科
ニ
於
テ
ハ
、
主
ト
シ
テ
簡
易
ノ
格
言
、
事
実
等
ニ
就

キ
、
中
等
科
、
及
高
等
科
ニ
於
テ
ハ
、
主
ト
シ
テ
稍
高
尚
ノ
格
言
、
事
実

等
ニ
就
テ
児
童
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
へ
シ
、
又
兼
テ
作
法
ヲ
授
ケ
ン
コ
ト
ヲ
要

ス
、

　
「
同
綱
領
」
は
、「
第
一
次
教
育
令
（
太
政
官
布
告
第
四
十
号
、
明
治
十
二
年
九
月

二
十
九
日
）」
公
布
前
後
に
端
を
発
し
た
、
伊
藤
博
文
等
の
開
明
派
と
元
田
永
孚
等

の
宮
中
派
と
の
教
育
論
争
の
結
果
、
開
明
派
の
宮
中
派
へ
の
妥
協
に
よ
り
、
教
育
政

策
の
儒
教
主
義
的
徳
育
重
視
へ
の
方
向
転
換
に
伴
い
定
め
ら
れ
た
。
元
田
等
は
論
争

に
際
し
て
提
出
し
た
「
教
学
聖
旨
」
に
お
い
て
、
知
育
偏
重
が
自
由
民
権
運
動
に
代

表
さ
れ
る
品
行
、
風
俗
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
批
判
し
、
儒
教
倫
理
に
基

く
教
育
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
二
次
教
育
令
期
に
お
い

て
、修
身
科
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
小
学
校
学
科
中
の
筆
頭
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、

文
部
省
に
は
編
集
局
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
代
表
的
な
儒
教
主
義
的
修
身
科
教

科
書
で
あ
る
『
小
学
修
身
訓
』
が
編
纂
さ
れ
た
。『
同
書
』
は
、
日
本
及
び
東
洋
の

道
徳
復
活
を
目
的
と
し
た
嘉
言
・
善
行
集
で
あ
っ
た
（
４
）。
教
師
は
、こ
の
書
の
嘉
言
・

格
言
等
を
生
徒
に
暗
誦
さ
せ
、
意
義
を
説
き
、
故
事
を
引
用
し
て
そ
の
内
容
を
講
義

し
た
。「
格
言
」「
事
実
」
は
、
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
を
進
め
る
う
え
で
の
象
徴

的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
森
有
礼
に
よ
り
、
こ
う
し
た
修
身
教
育
が
改
め

ら
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
埼
玉
県
は
当
該
期
に
至
っ
て
も
、

先
の
検
定
内
容
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に

基
づ
く
、
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
に
よ
る
学
力
程
度
を
定
め
て
い
た
。

　

ま
た
、「
嘉
言
」「
善
行
」
と
い
っ
た
検
定
内
容
を
も
っ
て
、
修
身
（
倫
理
）
科

の
学
力
程
度
を
規
定
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
山
梨
県
は
「
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則

（
県
令
第
十
三
号
、
明
治
二
十
年
一
月
十
七
日
）」
第
三
条
に
お
い
て
、「
嘉
言
、
善

行
」
と
定
め
た
。
こ
れ
も
、埼
玉
県
に
準
ず
る
事
例
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。「
嘉

言
」「
善
行
」
と
い
っ
た
検
定
内
容
自
体
は
、「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
お
い
て
明
記

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
次
に
言
及
す
る
事
前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る

事
例
の
う
ち
、
山
口
県
が
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令

第
五
十
二
号
、
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
）」
第
七
条
に
お
い
て
挙
げ
た
、
朱

熹
に
よ
る
儒
教
の
古
典
で
あ
る
『
小
学
』
の
外
篇
に
は
「
嘉
言
」「
善
行
」
と
い
っ

た
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
山
梨
県
も
、
埼
玉
県
同
様
、
儒
教
主

義
的
な
修
身
教
育
観
に
よ
る
学
力
程
度
を
設
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
修
身
（
倫
理
）
科
の
検
定
内
容
を
具
体
的
に
示
す
場
合
、
多
く
は
そ

れ
を
極
め
て
曖
昧
に
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
事
例
も
、
よ
り
具
体
的

に
検
定
内
容
を
定
め
た
埼
玉
県
、
山
梨
県
等
か
ら
、
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
に

よ
る
学
力
程
度
を
設
定
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
次
に
触
れ
る
事

前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る
事
例
の
検
討
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二・三　
事
前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る
事
例

　

小
論
の
表
に
お
い
て
は
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
と
し
て
事
前
に
参
考
図

書
を
指
定
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
四
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
う
ち
に
は
、
先
に
触
れ
た
「
山
口
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免

許
規
則
」
第
七
条
の
よ
う
に
、『
小
学
』
と
い
っ
た
儒
教
書
を
そ
の
ま
ま
挙
げ
る
事

例
も
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
以
外
は
、
従
前
の
修
身
科
教
科
書
を
参
考
図
書
と
し
た
。
一
例

と
し
て
、
広
島
県
は
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

六
十
一
号
、明
治
十
九
年
十
一
月
九
日
）」
第
九
条
に
お
い
て
、次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

第
九
条　

検
定
ス
ヘ
キ
学
科
ヲ
定
ム
ル
、
左
ノ
如
シ
、

　
　
　
　
　

…

　
　
　
　

一　

修　

身

　
　
　
　
　
　

小
学
修
身
訓　
　
　
　
　
　

西
村
茂
樹
選
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
光
編
輯
之
類

　
　
　
　
　
　

修
身
叢
語　
　
　
　
　
　
　

川
島
棋
坪
刪
定

　

同
県
は
、
参
考
図
書
と
し
て
『
小
学
修
身
訓
』『
修
身
叢
語
』
の
二
冊
を
挙
げ
た
。

前
者
は
、
明
治
十
三
年
、
文
部
省
編
集
局
長
西
村
茂
樹
が
著
わ
し
た
儒
教
主
義
的
修

身
科
教
科
書
の
代
表
格
で
あ
っ
た
（
５
）。
そ
の
詳
細
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
後
者

は
、
明
治
十
三
年
、
福
井
光
に
よ
る
『
修
身
叢
語
』
の
改
訂
版
で
、
や
は
り
修
身
科

教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
６
）。『
同
書
』
は
、『
小
学
修
身
訓
』
と
同
様
の
例
話
集
・

善
行
録
で
あ
り
、
漢
文
体
に
よ
り
著
わ
さ
れ
て
い
た
（
７
）。
そ
う
し
た
体
裁
が
取
ら

れ
た
の
は
、
日
本
あ
る
い
は
中
国
等
の
古
典
に
基
づ
く
、
儒
教
倫
理
へ
の
回
帰
的
指

向
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
群
馬
県
は
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第

二
十
号
、
明
治
二
十
年
二
月
十
日
）」
第
五
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

第
五
条
…
小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
、
左
ノ
如
シ
、

　
　
　

修
身

　
　
　
　

修
身
訓
範　
　
　
　

土
岐
政
孝
編
ノ
類

　

同
県
は
、
明
治
十
三
年
、
土
岐
政
孝
が
特
に
男
子
用
に
著
わ
し
た
『
修
身
訓
範
』

を
参
考
図
書
と
し
て
挙
げ
た
（
８
）。『
同
書
』
は
、『
小
学
修
身
訓
』
を
模
範
と
し
た

民
間
編
集
に
よ
る
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
で
あ
っ
た
（
９
）。
こ
れ
は
、
単
な
る

嘉
言
・
善
行
集
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
格
言
等
を
生
徒
に
理
解
し
得
る
よ
う
な
表
現

に
改
め
た
り
、
解
意
を
施
す
等
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
考
慮
し
た
内
容
構
成
と

な
っ
て
い
た
（
10
）。
こ
れ
ら
参
考
図
書
は
、
官
民
編
纂
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
教
育
政

策
の
儒
教
主
義
的
徳
育
重
視
へ
の
方
向
転
換
を
受
け
編
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
何
れ
も

明
治
十
年
代
に
普
及
し
た
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
で
あ
り
、「
小
学
校
教
則
綱

領
」
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
府
県
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
に
加

え
、
明
治
初
年
に
用
い
ら
れ
た
翻
訳
修
身
科
教
科
書
を
参
考
図
書
に
含
め
て
い
た
。

秋
田
県
は
「
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
二
号
、
明
治

二
十
二
年
一
月
七
日
）」
第
六
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

第
六
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
、左
ノ
如
シ
、

　
　
　

…

　
　
　

修
身

　
　
　
　

小
学
修
身
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
茂
樹
選

　
　
　
　

勧
善
訓
蒙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箕
作
麟
祥
訳
ノ
類

　

同
県
は
、
参
考
図
書
と
し
て
『
小
学
修
身
訓
』『
勧
善
訓
蒙
』
の
二
冊
を
指
定
し

た
。
前
者
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
明
治
十
年
代
に
お
け
る
儒
教
主
義
的
修
身
科
教

科
書
の
代
表
格
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
明
治
四
年
、
箕
作
麟
祥
に
よ
る
翻
訳
修
身
科

教
科
書
の
代
表
格
で
学
制
期
に
流
布
し
た
（
11
）。『
同
書
』
は
、
前
篇
、
後
篇
、
続

篇
よ
り
な
り
、
前
篇
はBonne

（
ボ
ン
ヌ
）
の
著
書
、
後
篇
はW

inslow

（
ウ
イ

ン
ス
ロ
ウ
）
の
『M

oral Philosophy

（
道
徳
哲
学
）』、続
篇
はH

ekock

（
ヒ
コ
ッ

ク
）
の
『System

 of M
oral Science

（
道
徳
科
学
体
系
）』
を
抄
訳
、
ま
た
他
書

を
も
参
考
に
し
て
編
ま
れ
、
欧
米
倫
理
学
を
紹
介
し
て
い
た
（
12
）。
実
際
に
教
科
書

と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
前
篇
で
あ
り
、
小
学
生
に
は
高
度
に
過
ぎ
、
こ
れ
を
教
授

す
る
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
困
難
が
あ
っ
た
も
の
の
、
生
徒
の
読
物
と
し
て
普
及
し
た

（
13
）。
し
か
し
、
教
育
政
策
の
方
向
転
換
に
伴
い
問
題
教
科
書
と
判
断
さ
れ
、
代
表
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的
修
身
科
教
科
書
の
座
を
『
小
学
修
身
訓
』
に
譲
っ
て
い
た
（
14
）。
こ
う
し
た
性
格

の
異
な
る
修
身
科
教
科
書
を
並
べ
置
く
こ
と
、
と
り
わ
け
当
該
期
に
お
い
て
も
『
勧

善
訓
蒙
』
の
よ
う
な
翻
訳
修
身
科
教
科
書
を
参
考
図
書
と
し
て
挙
げ
る
事
例
は
例
外

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、『
小
学
修
身
訓
』
を
併
せ
指
定
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
儒

教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
修
身
（
倫
理
）
科
に
止
ま
ら
ず
、
読
書
科
に
お
け
る
参
考
図
書
の
な
か
に

も
修
身
科
教
科
書
が
列
記
さ
れ
た
。
読
書
科
は
、
第
一
次
教
育
令
期
に
創
設
さ
れ
、

修
身
、
地
理
、
歴
史
、
理
科
等
の
内
容
を
取
り
扱
う
総
合
科
目
的
性
格
を
持
た
さ
れ

て
い
た
。
そ
う
し
た
読
書
科
の
う
ち
に
は
、「
東
京
府
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校

授
業
生
免
許
規
則
（
府
令
第
四
十
五
号
、
明
治
二
十
年
八
月
八
日
）」
第
六
条
の
よ

う
に
『
小
学
修
身
訓
』、「
佐
賀
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県

令
甲
第
十
七
号
、
明
治
二
十
年
三
月
二
十
三
日
）」
第
三
条
の
よ
う
に
『
小
学
修
身

課
書
』
と
い
っ
た
修
身
科
教
科
書
を
挙
げ
る
事
例
も
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
、
こ
れ

ま
で
も
度
々
触
れ
て
き
た
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
の
代
表
格
で
あ
っ
た
。
後
者

も
、
南
摩
綱
紀
が
著
わ
し
た
儒
教
の
諸
書
を
出
典
と
す
る
嘉
言
集
で
、
明
治
十
年
代

に
普
及
し
た
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
（
15
）。
読
書
科
に
お

い
て
示
さ
れ
た
参
考
図
書
の
う
ち
に
も
、
先
に
例
示
し
た
広
島
県
、
群
馬
県
、
秋
田

県
と
同
様
、
儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
事
前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る
場
合
、
当
該
期
に
お
い
て
は
教
科
書

が
用
い
ら
れ
ず
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
を
除
き
、
従
前
の
修
身
科
教
科
書

が
列
記
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
ほ
ぼ
総
て
は
、「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
よ
り
編
ま
れ
た

儒
教
主
義
的
修
身
科
教
科
書
で
あ
り
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
を
設
定
す
る

に
際
し
て
は
、
依
然
と
し
て
儒
教
主
義
の
影
響
が
拭
い
去
ら
れ
ず
に
い
た
様
子
が
窺

わ
れ
る
。

結
論

　

以
上
、
小
論
に
お
い
て
は
第
一
次
小
学
校
令
期
、
高
等
小
学
校
に
配
置
さ
れ
た
授

業
生
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
検
定
試
験
に
課
せ
ら
れ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程

度
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
に
お
け
る
補
助
教
員
に
期
待
さ
れ
た
役
割
と

は
何
か
を
探
っ
て
き
た
。

　

第
一
次
小
学
校
令
期
に
お
い
て
は
、
従
前
か
ら
の
教
員
資
格
の
基
本
形
態
と
し
て

の
免
許
資
格
主
義
が
継
承
さ
れ
た
。
授
業
生
も
そ
の
例
外
と
は
な
り
得
ず
、
免
許
状

の
取
得
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
府
県
に
は
授
業
生
免
許
規
則
の
制
定
が
指
示

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
免
許
状
取
得
の
諸
条
件
、
並
び
に
免
許
状
の
書
式
、
授
与
権

者
と
有
効
区
域
、
有
効
年
限
等
が
中
心
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
補
助
教

員
資
格
制
度
の
整
備
は
、
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
一
層
進
め
ら
れ
た
。
な
か
で
も
免

許
状
取
得
の
諸
条
件
に
は
、
年
齢
、
品
行
、
学
力
の
三
条
件
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
設
け

ら
れ
た
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
は
、
学
力
条
件
の
一

部
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
小
論
の
表
よ
り
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度
は
、
前
述
し
た
岩
手
県
、

石
川
県
、
青
森
県
の
よ
う
に
当
該
期
に
お
け
る
初
期
段
階
の
混
乱
の
結
果
と
解
さ
れ

る
事
例
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す
る
と
定
め
る
、
具

体
的
な
検
定
内
容
を
示
す
、
事
前
に
参
考
図
書
を
指
定
す
る
と
い
っ
た
三
形
態
に
よ

り
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
際
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
に
準
拠
す

る
と
定
め
る
場
合
に
は
、
学
力
試
験
あ
る
い
は
認
定
試
験
の
如
何
を
問
わ
ず
、「
小

学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
に
基
づ
き
、
い
わ
ば
森
的
な
修
身
教
育
観
に
準
じ
た
学
力

程
度
が
定
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
従
前
か
ら
の
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
に
よ

る
学
力
程
度
を
求
め
る
事
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
総
数
よ
り
見
る
な

ら
ば
、
こ
う
し
た
事
例
が
よ
り
多
数
を
占
め
た
。
具
体
的
な
検
定
内
容
を
示
す
場
合

に
は
、「
格
言
」「
事
実
」
と
い
っ
た
内
容
を
掲
げ
る
事
例
も
見
ら
れ
、
総
じ
て
「
小

学
校
教
則
綱
領
」
に
よ
る
学
力
程
度
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
参
考
図
書
を
事
前
に

指
定
す
る
場
合
に
は
、『
小
学
修
身
訓
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
儒
教
主
義
的
修
身

科
教
科
書
が
列
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度

を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
儒
教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
が
依
然
と
し
て
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
。

　

し
て
み
れ
ば
、
当
該
期
に
お
い
て
は
、
補
助
教
員
資
格
制
度
の
整
備
に
伴
い
、
森

的
な
修
身
教
育
観
を
指
向
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
未
だ
多
く
の
事
例
は
儒

教
主
義
的
な
修
身
教
育
観
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
授
業
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生
は
従
前
か
ら
引
き
続
き
、「
児
童
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
儒

教
倫
理
の
伝
達
者
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

註（
１
） 　

牧
昌
見
、『
日
本
教
員
資
格
制
度
史
研
究
』、
風
間
書
店
、
昭
和
四
十
六

年
、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
〜
一
四
一
ペ
ー
ジ
、
一
八
二
ペ
ー
ジ
〜
一
八
五
ペ
ー
ジ
、

二
一
九
ペ
ー
ジ
〜
二
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
２
）　

宮
川
は
、
そ
の
研
究
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 　

官
立
府
県
立
師
範
学
校
卒
業
の
エ
リ
ー
ト
教
員
は
、
末
端
の
村
々

の
小
学
校
に
は
全
く
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
日
本
近
代

教
育
史
上
に
お
け
る
教
員
の
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
師
範

学
校
出
身
の
エ
リ
ー
ト
教
員
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
。
明
治
前
半
期
、
教
育
行
政
の
い
わ
ば
試
行
錯
誤
の
時
代
に
、

末
端
の
村
々
に
あ
っ
て
日
本
の
小
学
校
教
育
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献

し
た
村
々
の
教
師
た
ち
は
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
義
務
教
育
が
完
成

す
る
に
つ
れ
て
、
す
っ
か
り
忘
却
の
彼
方
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
こ
の
埋
も
れ
た
草
創
期
小
学
校
の
教
師
像
に
い
く
ら
か

で
も
光
を
あ
て
て
、
明
治
前
期
小
学
校
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
の

参
考
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

断
片
的
に
補
助
教
員
に
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
は
あ
る
が
、
補
助
教

員
を
主
題
に
お
い
た
論
文
は
、
こ
れ
が
唯
一
で
あ
ろ
う
。〔
宮
川
秀
一
、「
明

治
前
期
の
小
学
教
員―

と
く
に
補
助
員
・
授
業
生
に
つ
い
て―

」（『
大

手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
十
九
号
、
一
九
八
五
年
、
一
三
七
ペ
ー
ジ
）。〕

（
３
） 　

各
々
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
小

学
校
補
助
教
員
の
研
究―

第
一
次
小
学
校
令
期
、
地
方
諸
令
規
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
授
業
生
免
許
状
の
書
式―

」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
、『
学
術

研
究―

教
育
・
社
会
教
育
・
体
育
学
編―

』
第
四
十
八
号
所
収
）、「
小

学
校
補
助
教
員
の
研
究―

第
一
次
小
学
校
令
期
、
地
方
諸
令
規
に
お
け
る

授
業
生
免
許
状
の
授
与
権
者
と
有
効
区
域
の
関
係―

」（
早
稲
田
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
、『
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
十
号
所
収
）、「
地
方
補

助
教
員
資
格
制
度
史
研
究―

第
一
次
小
学
校
令
期
、
地
方
諸
令
規
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
授
業
生
免
許
状
取
得
の
年
齢
、
有
効
年
限―

」（
早
稲
田
大

学
教
育
学
部
、『
学
術
研
究―

教
育
・
社
会
教
育
・
体
育
学
編―

』
第

四
十
九
号
所
収
）、「
地
方
補
助
教
員
資
格
制
度
史
研
究―

第
一
次
小
学
校

令
期
、
府
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
小
学
校
授
業
生
免
許
状
と
小
学
簡
易
科
教

員
免
許
状
と
の
互
換
措
置―

」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、『
教

育
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
第
九―

一
号
所
収
）、「
地
方
補
助
教
員
資
格
制
度

史
研
究―

第
一
次
小
学
校
令
期
、
府
県
（
郡
区
を
含
む
）
で
の
認
定
方
式

に
よ
る
授
業
生
免
許
状
の
授
与―

」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
、『
学
術
研

究―

教
育
・
社
会
教
育
編―

』
第
五
十
号
所
収
）。

（
４
） 　

海
後
宗
臣
編
、『
日
本
教
科
書
体
系　

近
代
編
』
第
三
巻
、昭
和
三
十
七
年
、

講
談
社
、
五
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
５
）　

同
前
、
五
一
九
ペ
ー
ジ
、
五
八
四
ペ
ー
ジ
〜
五
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
６
）　

同
前
、
五
二
一
ペ
ー
ジ
、
五
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
７
）　

同
前
、
五
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
８
）　

同
前
、
五
一
八
ペ
ー
ジ
。

（
９
）　

同
前
、
五
八
九
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　

同
前
。

（
11
）　

同
前
、
五
七
五
ペ
ー
ジ
〜
五
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　

同
前
、
五
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
13
）　

同
前
、
五
六
九
ペ
ー
ジ
、
五
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　

同
前
、
五
八
五
ペ
ー
ジ
〜
五
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　

同
前
、
五
二
五
ペ
ー
ジ
。
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表　

小
学
校
授
業
生
検
定
試
験
に
お
け
る
修
身
（
倫
理
）
科
の
学
力
程
度

令
規
名
／
発
令
年
月
日

条
文

出
典

青
森
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
六
十
二
号
）
／
明
治
十
九
年
七
月
十
二

日

第 

四
条　

小
学
校
授
業
生
ノ
学
力
検
定
試
験
ハ
学
校
長
若
ク
ハ
首
座
ノ
教

員
之
ヲ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

 

但
学
科
及
其
程
度
ハ
該
学
校
長
又
ハ
首
座
教
員
ノ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
依

ル

青
森
県
教
育
史
編
集
委
員
会
、『
青
森
県
教
育
史
』
第
三

巻
資
料
編
Ⅰ
、
青
森
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
四
十
五
年
、

四
八
四
ペ
ー
ジ

長
崎
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
五
号
）

／
明
治
十
九
年
七
月
三
十
一
日

第 

四
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
試
験
ハ
概
子
高
等
小
学
校
ノ
学
科
及
程
度

ニ
拠
リ
テ
之
ヲ
施
行
ス
ヘ
シ

『
長
崎
県
達
類
纂
』
乾
、
以
文
会
社
、
明
治
二
十
一
年
、

一
〇
六
一
ペ
ー
ジ
〜
一
〇
六
二
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法

経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

岐
阜
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
二
十
号
）
／
明
治
十
九
年
八
月
二
十
三

日

第 

二
条　

…
小
学
校
授
業
生
タ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
ニ
限
ル
ヘ
シ

　

一
…
小
学
校
授
業
生
ハ
高
等
小
学
科
卒
業
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

梶
原
猪
之
松
、『
岐
阜
県
令
達
全
書
』、
明
治
三
十
年
、

四
六
一
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

宮
城
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
二
十
五

号
）
／
明
治
十
九
年
九
月
二
十
二
日

第 

一
条　

小
学
校
授
業
生
免
許
状
ハ
…
左
ノ
学
科
試
験
ノ
上
及
第
ノ
者
ニ

授
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

修
身　

修
身
ノ
要
旨

永
根
秀
三
郎
、『
教
育
法
令
類
纂
』、
明
治
二
十
年
、

一
四
九
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

千
葉
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許

規
則
（
県
令
第
二
十
二
号
）
／
明
治
十
九
年
九
月

二
十
二
日

第 

五
条　

学
校
授
業
生
ノ
学
力
験
定
試
験
ハ
左
表
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
拠

リ
テ
施
行
ス

　

…

　

修
身　
　

道
徳
ノ
大
意

佐
藤
宗
一
郎
、『
小
学
諸
規
則
』
完
、
明
治
二
十
一
年
、

二
十
四
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

宮
崎
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第
十
八

号
）
／
明
治
十
九
年
十
月
八
日

第 

二
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ハ
小
学
校
授
業
生
講
習
所
ノ
学

科
及
其
程
度
ニ
拠
リ
之
ヲ
施
行
ス
へ
シ

川
崎
良
哉
、『
現
行
学
事
例
則
』
全
、
明
治
二
十
五
年
、

二
三
八
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

福
島
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

三
十
四
号
）
／
明
治
十
九
年
十
月
十
二
日

第
六
条　

学
力
検
定
ハ
別
表
定
ム
ル
処
ノ
学
科
ニ
ヨ
リ
テ
試
験
シ

　

修　
　

身　
　

倫
理
ノ
大
意　

田
中
寛
、『
教
育
規
則
全
書
』
全
、
福
島
新
聞
社
、
明
治

二
十
年
、
一
三
一
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ

ン
タ
ー
所
蔵

熊
本
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許

規
則
（
県
令
第
二
十
二
号
）
／
明
治
十
九
年
十
月

二
十
三
日

第 

五
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ

如
シ

　
　
　

修　

身　
　

人
倫
道
徳
ノ
要
旨

熊
本
県
教
育
会
、『
熊
本
県
教
育
史
』
中
巻
、
熊
本
県
教

育
会
、
昭
和
六
年
、
一
六
四
ペ
ー
ジ

岩
手
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
十
六
号
）

／
明
治
十
九
年
十
一
月
九
日

第 

一
条　

小
学
校
授
業
生
ハ
、
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
免
許
状

ヲ
授
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

…

　
　

高
等
小
学
校
授
業
生
ハ
、
尋
常
師
範
学
校
第
一
学
年
若
ク
ハ
尋
常
中

　
　

学
校
第
一
学
年
修
業
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
者

『
岩
手
県
教
育
史
資
料
』
第
二
十
一
集
、
昭
和
四
十
一
年
、

三
七
五
ペ
ー
ジ

広
島
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
甲
第
六
十
一
号
）
／
明
治
十
九
年
十
一
月

九
日

第
九
条　

検
定
ス
ヘ
キ
学
科
ヲ
定
ム
ル
左
ノ
如
シ

　
　
　

…

　
　

一　

修　

身

　
　
　
　

小
学
修
身
訓　
　
　
　
　
　

西
村
茂
樹
選
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
光
編
輯
之
類

　
　
　
　

修
身
叢
語　
　
　
　
　
　
　

川
島
棋
坪
刪
定

下
江
忠
次
郎
ほ
か
、『
現
行
広
島
県
法
規
類
纂
』
中
編
、

明
治
二
十
三
年
、
九
十
七
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経

図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

石
川
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
五
十
七

号
）
／
明
治
十
九
年
十
一
月
十
一
日

第 

三
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ハ
左
ノ
学
科
及
程
度
ニ
拠
リ
施

行
ス
ヘ
シ

　

修
身　

高
等
小
学
科
第
二
年
期
ノ
程
度
ニ
拠
ル

松
田
兵
次
郎
、『
現
行
石
川
県
学
事
規
則
類
聚
』、
明
治

二
十
年
、
六
十
六
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ

ン
タ
ー
所
蔵
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長
野
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

三
十
三
号
）
／
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
日

第 

一
条　

小
学
校
授
業
生
タ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
…
小
学
高
等
科
卒
業
以

上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

信
濃
教
育
会
、『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
二
号
付
録
、

信
濃
教
育
会
事
務
所
、
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日

刊
、
二
十
四
ペ
ー
ジ
、
東
京
大
学
法
学
部
付
属
近
代
日

本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
所
蔵

茨
城
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
甲
第
三
十
九
号
）
／
明
治
十
九
年
十
一
月

二
十
九
日

第
二
条 

学
力
検
定
ハ
左
ノ
科
目
程
度
ニ
依
リ
試
検
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

…
小
学
校
授
業
生
試
験
科
目
程
度

　

一
修
身　

彝
倫
道
徳
ノ
要
旨

大
久
保
英
助
、『
現
行
茨
城
県
官
令
類
纂
』
下
編
、
明

治
二
十
三
年
、
三
七
一
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

山
形
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

二
十
八
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月

第
五
条　

試
験
ノ
学
科
及
其
程
度
ハ
左
ノ
如
シ

　
　

修
身　

人
倫
道
徳
ノ
要
旨

岸
重
節
、『
山
形
県
令
類
纂
』
上
、
鳴
時
社
出
版
、
明

治
二
十
年
、
四
八
二
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書

セ
ン
タ
ー
所
蔵

埼
玉
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

三
十
九
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月
十
日

第 

四
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
学
科
程
度
…
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

左
ノ
如
シ

　
　
　
　

学
科
及
程
度

　

一　

修
身　

格
言
及
事
実

埼
玉
県
第
一
部
総
務
課
、『
現
行
類
輯
埼
玉
県
達
全
書
』

第
二
編
、
明
治
二
十
一
年
、
二
八
〇
ペ
ー
ジ
、
学
習
院

大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

愛
媛
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
三
十
八
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月

十
四
日

第 

五
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
学
科
及
其
程
度
ヲ
定
ム
ル

左
ノ
如
シ

　

一
倫
理　

人
倫
ノ
大
要

愛
媛
教
育
協
会
、『
愛
媛
県
現
行
学
務
規
則
類
集
』下
巻
、

向
陽
社
、
明
治
二
十
一
年
、
三
十
三
丁
オ
モ
テ
〜
ウ
ラ
、

学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
員
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則

（
府
令
第
二
十
五
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月
十
九
日

第 

八
条　

試
験
…
学
科
程
度
左
ノ
如
シ

　

…

　

一　

高
等
小
学
校
授
業
生
ノ
試
験
ハ
高
等
小
学
校
ノ
学
科
程
度
「
当
分

　
　

唱
歌
体
操
裁
縫
ノ
三
科
ヲ
除
ク
」
ニ
依
リ

古
屋
宗
作
、『
類
聚
大
阪
府
布
達
全
書
』
第
三
編
下
、

明
治
二
十
年
、
五
〇
八
ペ
ー
ジ
〜
五
〇
九
ペ
ー
ジ
、
学

習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

富
山
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
三
十
六
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月

二
十
三
日

第 
五
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ハ
文
部
省
令
第
八
号
尋
常
小
学

校
ノ
学
科
及
其
程
度
体
操
ハ
軽
体
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

                           

操
ニ
止
ム

富
山
県
第
一
部
庶
務
課
、『
富
山
県
法
規
類
聚
』
下
、

明
治
二
十
二
年
、
二
五
六
三
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法

経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

山
口
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
五
十
二
号
）
／
明
治
十
九
年
十
二
月

二
十
八
日

第 

七
条　

高
等
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ハ
左
ノ
学
科
及
用
書
ニ
拠

リ
テ
之
ヲ
施
行
ス

　
　

修
身　
　

小
学
朱
熹

馬
場
寿
槌
、『
山
口
県
達
類
纂
』
下
編
、明
治
二
十
四
年
、

一
六
二
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

徳
島
県
小
学
校
教
員
免
許
細
則
小
学
簡
易
科
教
員
及

授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
二
号
）
／
明
治
二
十
年

一
月
十
四
日

第 

十
一
条　

県
内
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
科
目
及
程
度
ハ
小
学
校
教
員

学
力
検
定
試
験
ノ
学
科
及
程
度
ニ
拠
リ
採
点
法
ニ
於
テ
斟
酌
ヲ
加
フ

第 

十
二
条　

郡
内
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
学
科
及
程
度
ハ
第
十
条
ノ
学

科
及
程
度（
小
学
簡
易
科
教
員
学
力
検
定
試
験
の
科
目
程
度
…
引
用
者
）

ニ
拠
リ
採
点
法
ニ
於
テ
斟
酌
ヲ
加
フ

和
田
穂
太
郎
、『
現
行
学
令
全
報
』、
文
寿
堂
、
明
治

二
十
年
、
二
六
六
ペ
ー
ジ
〜
二
六
七
ペ
ー
ジ
、
学
習
院

大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

山
梨
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
十
三
号
）

／
明
治
二
十
年
一
月
十
七
日

第 

三
条 　

学
力
検
定
試
験
ハ
別
表
定
ム
ル
所
ノ
学
科
ニ
依
リ
之
ヲ
施
行

ス

　

修
身　

     

嘉
言
善
行

内
藤
伝
右
衛
門
、『
現
行
山
梨
県
令
達
類
典
』、
明
治

二
十
三
年
、
六
十
一
ペ
ー
ジ
、
六
十
三
ペ
ー
ジ
、
学
習

院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

三
重
県
小
学
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
十
号
）
／

明
治
二
十
年
一
月
二
十
日

第 

十
条　

学
力
検
定
試
験
ノ
科
目
及
其
細
則
ハ
本
県
小
学
簡
易
科
教
員
免 

　

  

（
許
）

　

規
詳
則
ニ
準
シ

松
田
鉀
三
郎
、『
教
育
規
則
類
纂
』
第
二
巻
、
有
文
堂
、

明
治
二
十
年
、
一
四
三
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

滋
賀
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
三
十
五

号
）
／
明
治
二
十
年
一
月
二
十
日

第 

二
条　

学
力
検
定
ハ
左
ノ
学
科
程
度
ニ
依
ル

　

一
高
等
小
学
校
授
業
生　
　
　
　
　

高
等
小
学
科
学
科
程
度
及
其
用
書

田
中
知
邦
、『
現
行
滋
賀
県
布
令
類
纂
』
第
五
編
、
明

治
二
十
四
年
、
三
八
九
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

秋
田
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
十
一
号
）
／
明
治
二
十
年
二
月
七
日

第 

八
条　

小
学
校
授
業
生
ノ
学
力
験
定
試
験
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如

シ

　
　
　

第
一
項 

高
等
小
学
科

　
　

修
身　

修
身
ノ
要
旨

秋
田
県
教
育
委
員
会
、『
秋
田
県
教
育
史
』
第
二
巻
資

料
編
二
、
秋
田
県
教
育
史
頒
布
会
、
昭
和
五
十
七
年
、

八
六
六
ペ
ー
ジ
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群
馬
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
二
十
号
）
／
明
治
二
十
年
二
月
十
日

第 

五
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ

如
シ

　

修
身

　
　

修
身
訓
範　
　
　
　
　

土
岐
政
孝
編
ノ
類

辻
鉀
三
郎
、『
教
育
法
令
』
全
、
東
京
教
育
社
、
明
治

二
十
二
年
、
二
七
九
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書

セ
ン
タ
ー
所
蔵

大
分
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
甲
第
二
十
二
号
）
／
明
治
二
十
年
二
月

十
九
日

第 

六
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
方
法
左
ノ
如
シ

　

…

　

高
等
小
学
校
授
業
生
ノ
試
験
ハ
高
等
小
学
科
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
拠
リ

大
分
県
教
育
庁
総
務
課
大
分
県
教
育
百
年
史
編
集
事
務

局
、『
大
分
県
教
育
百
年
史
』
第
三
巻
資
料
編
（
一
）、

大
分
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
一
年
、
五
二
二
ペ
ー

ジ

愛
知
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
三
十
一
号
）
／
明
治
二
十
年
三
月
十
四

日

第 

七
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
学
科
及
其
図
書
ハ
総
テ
本

県
高
等
小
学
科
ニ
準
シ

愛
知
県
教
育
委
員
会
、『
愛
知
県
教
育
史
』
資
料
編
近

代
二
、愛
知
県
教
育
委
員
会
、平
成
元
年
、三
八
九
ペ
ー

ジ

佐
賀
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許

規
則
（
県
令
甲
第
十
七
号
）
／
明
治
二
十
年
三
月

二
十
三
日

第
三
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
科
目
ハ
左
ノ
如
シ

　

読
書

　
　

小
学
修
身
課
書　
　

南
摩
綱
紀
編

佐
賀
県
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
、『
佐
賀
県
教
育
史
』

第
二
巻
資
料
編
（
二
）、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
平
成

二
年
、
二
九
一
ペ
ー
ジ

北
海
道
庁
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
授
業
生
免
許
規

則
（
庁
令
第
二
十
六
号
）
／
明
治
二
十
年
四
月
七
日

第 

四
条
…
小
学
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ハ
左
ノ
学
科
程
度
ニ
拠
リ
テ
之
ヲ

施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

倫　
　

理　
　
　
　

人
倫
道
徳
ノ
要
旨

北
海
道
庁
記
録
課
、『
北
海
道
庁
布
達
達
全
書
』
上
、

明
治
二
十
年
、
七
十
八
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

東
京
府
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
府
令
第
四
十
五
号
）
／
明
治
二
十
年
八
月
八
日

第 

六
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ

如
シ

　
　

…

　

読
書

　
　

小
学
修
身
訓　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
茂
樹
選
録

『
第
四
法
令
類
纂
』
巻
之
三
十
八
、
東
京
都
公
文
書
館

所
蔵

大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
員
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則

（
府
令
第
十
四
号
）
／
明
治
二
十
一
年
二
月
十
五
日

第 
五
条　

小
学
校
授
業
生
免
許
状
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ヽ
学
力
試
験
ハ

左
ノ
学
科
程
度
ニ
拠
ル

　

一
修　

身　
　
　

人
倫
道
徳
ノ
要
旨

大
阪
府
学
務
課
、『
現
行
学
令
類
聚
』
全
、
明
治

二
十
二
年
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書

セ
ン
タ
ー
所
蔵

福
島
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第

六
十
三
号
）
／
明
治
二
十
一
年
六
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
度
）

第 

三
条 
試
験
ノ
学
科
及
其
程
分
左
ノ
如
シ

　

修　

身　

人
倫
道
徳
ノ
旨
要

本
間
常
吉
、『
現
行
学
令
全
書
』、
明
治
二
十
一
年
、

一
二
五
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

愛
知
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
六
十
号
）

／
明
治
二
十
一
年
七
月
九
日

　
　
　
　
　

  

（
校
）

第 

六
条　

小
学
授
授
業
生
学
力
検
定
試
験
ノ
学
科
及
其
図
書
ハ
総
テ
本
県

高
等
小
学
科
ニ
準
シ

『
愛
知
県
布
達
全
書
』
後
編
、
明
治
二
十
三
年
、

七
七
六
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所

蔵

島
根
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
九
十
号
）

／
明
治
二
十
一
年
九
月
十
七
日

第 

六
条　

試
験
ハ
本
県
高
等
小
学
校
ノ
学
科
程
度
及
左
ノ
学
科
用
書
ニ
拠

リ
テ
之
ヲ
施
行
ス
ヘ
シ

高
橋
義
比
、
渡
部
善
人
次
、『
島
根
県
令
訓
類
聚
』、
明

治
二
十
三
年
、
三
七
八
ペ
ー
ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵

秋
田
県
小
学
簡
易
科
教
員
及
小
学
校
授
業
生
免
許
規

則
（
県
令
第
二
号
）
／
明
治
二
十
二
年
一
月
七
日

第 

六
条　

…
小
学
校
授
業
生
学
力
検
定
試
験
科
目
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如

シ

　
　

…

　

修
身

　
　

小
学
修
身
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
茂
樹
選

　
　

勧
善
訓
蒙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箕
作
麟
祥
訳
ノ
類

秋
田
県
第
一
部
、『
現
行
秋
田
県
法
規
』、
明
治
二
十
二

年
、七
三
二
ペ
ー
ジ
、学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー

所
蔵

大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
員
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則

（
府
令
第
二
十
七
号
）
／
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
七

日

第 

五
条　

小
学
校
授
業
生
免
許
状
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ヽ
学
力
試
験
ハ

左
ノ
学
科
程
度
ニ
拠
ル

　

一
修
身　

人
倫
道
徳
ノ
要
旨

『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
三
巻
史
料
編
（
二
）、
大
阪

府
教
育
委
員
会
、
昭
和
四
十
七
年
、
七
十
四
ペ
ー
ジ
〜

七
十
五
ペ
ー
ジ

山
梨
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
第
十
号
）

／
明
治
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

第 

三
条 

学
力
検
定
試
験
ノ
学
科
程
度
ハ
別
表
定
ム
ル
所
ニ
依
ル

　

修
身　

 

嘉
言
善
行

内
藤
伝
右
衛
門
、『
現
行
改
訂
山
梨
県
令
達
全
書
』
巻

一
、
明
治
二
十
五
年
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
、
一
二
〇
ペ
ー

ジ
、
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
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埼
玉
県
小
学
校
授
業
生
免
許
規
則
（
県
令
甲
第
十
七

号
）
／
明
治
二
十
三
年
三
月
四
日

第 

五
条　

小
学
校
授
業
生
学
力
験
定
試
験
ノ
学
科
程
度
及
図
書
ヲ
定
ム
ル

コ
ト
左
ノ
如
シ

　

…

　

一
修
身　
　

格
言
及
事
実

埼
玉
私
立
教
育
会
、『
埼
玉
教
育
雑
誌
』
第
七
十
九
号
、

埼
玉
私
立
教
育
会
事
務
所
、
明
治
二
十
三
年
四
月
五
日

刊
、
三
ペ
ー
ジ
、
東
京
大
学
法
学
部
付
属
近
代
日
本
法

政
史
料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
所
蔵

（
備
考
）
本
出
典
に
お
い
て
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
と
あ
る
史
料
は
、
総
て
丸
善
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
』
に
よ
る
。

（
２
０
０
４
年
12
月
1
日　

受
理
）
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